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住
ん
で
み
て
感
じ
た
マ
レ
ー
シ
ア

岩
井 

伸
哉

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
長

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
１
年
以
上
保
留
と
な
っ
て
い
た
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所

へ
の
赴
任
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
2

 
0
 
2
 

2
年
４
月
マ
レ
ー
シ
ア
に
入
国
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
赴
任
生
活

も
１
年
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
マ
レ
ー
シ

ア
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
私
の
目
か
ら

見
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
中
の
日
本
人

　

マ
レ
ー
シ
ア
在
住
の
日
本
人
は
2

 
0
 
2
 

2
年
10
月
１
日
時
点
で
2
4
5
4
5
人
と

の
こ
と
で
す
（
海
外
在
留
邦
人
調
査
統
計
よ

り
）。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
に
住
ん
で

い
る
日
本
人
は
1
2
5
5
3
人
と
マ
レ
ー

シ
ア
に
住
む
日
本
人
の
半
数
ほ
ど
が
首
都

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
住
む
日
本
人
は
企
業
の

駐
在
員
と
そ
の
家
族
が
大
半
で
す
が
、
そ

れ
以
外
に
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
イ
・
セ
カ
ン

ド
・
ホ
ー
ム
制
度
を
利
用
し
た
退
職
後
の
移

住
、
子
弟
を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
に
通
わ
せ
る
た
め
の
家
族
（
母
子
も

が
こ
ち
ら
で
は
３
Ｒ
Ｍ
（
約
90
円
）と
３
倍

の
値
段
で
す
。
特
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は

非
常
に
高
く
、
ビ
ー
ル
１
缶
（
3
3
0
ml
）

が
約
16
Ｒ
Ｍ
（
約
5
0
0
円
）、
紙
パ
ッ
ク

の
日
本
酒
が
1
0
0
Ｒ
Ｍ
（
約
3

 

0

 
0
 
0
 

円
）で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
酒
税
は
ノ
ル
ウ

ェ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぎ
世
界
で
３
番

目
に
高
い
そ
う
で
す
。
た
だ
、
韓
国
焼
酎
が

日
本
の
焼
酎
や
酒
に
比
べ
て
安
い
の
が
不

思
議
で
す
。

　

国
内
産
の
物
品
は
総
じ
て
安
く
、
そ
れ

は
政
府
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
か
ら
と

の
こ
と
で
す
。
鶏
肉
、
食
用
油
、
米
や
小

麦
粉
は
世
界
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
国
内
価
格
の
変
動
は
抑
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
公
設
の
市
場
も
あ
り
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
半
額
程
度
で
国
内
産

野
菜
な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
市
場
に
行
く
に
は
車
が
必
要
で
あ
り
、

生
鮮
食
品
は
足
が
は
や
い
の
で
購
入
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
リ
ッ
タ
ー
約
２
Ｒ
Ｍ

（
約
60
円
）と
非
常
に
安
い
で
す
。
光
熱
費

は
使
い
方
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
電
気
料

金
は
お
お
よ
そ
月
2
0
0
Ｒ
Ｍ
（
約
6
 
0
 

0
0
円
）、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
小
型
ボ
ン
ベ

（
２
カ
月
分
程
度
）
が
40
Ｒ
Ｍ
（
約
1

 
2
 
0
 

0
円
）程
度
、
こ
れ
ら
の
燃
料
に
も
補
助

金
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

東
京
と
比
較
し
て
大
き
く
違
う
の
は
家

賃
で
す
。
日
系
企
業
の
駐
在
の
方
が
よ
く

住
ん
で
い
る
高
級
ア
パ
ー
ト
は
月
6

 

0

 
0
 
0
 

Ｒ
Ｍ
（
約
18
万
円
）で
す
が
、
東
京
の
半
額

の
家
賃
で
広
さ
は
２
倍
程
度
と
住
み
や
す

い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
物

価
を
考
え
る
と
東
京
よ
り
も
安
く
生
活
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

便
利
で
「
和
」
な
生
活
を
求
め
る
と
そ
れ

ほ
ど
安
く
は
な
い
印
象
で
す
。

外
食
事
情

　

事
務
所
近
く
の
食
堂
で
は
昼
食
が
だ
い

た
い
10
Ｒ
Ｍ
（
約
3
0
0
円
）
前
後
で
す
。

食
堂
で
は
お
皿
に
ご
飯
を
盛
り
、
そ
の
上

し
く
は
父
子
）
で
の
留
学
、
現
地
採
用
な

ど
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
現
地
採
用
は
日

本
で
ネ
ッ
ト
販
売
を
展
開
す
る
企
業
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
多
く
、
日
本
人
向
け
の

求
人
広
告
も
数
多
く
出
さ
れ
て
お
り
、
月

8
0
0
0
Ｒ
Ｍ
（
約
24
万
円
）
の
給
与
額

が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
価
事
情

　

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
は
緑
が
多
く
、
そ

の
中
に
タ
ワ
ー
型
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
林
立
し
て
、
そ
の
間
を

縫
う
よ
う
に
高
架
道
路
や
高
速
道
路
、
Ｍ

Ｒ
Ｔ
な
ど
の
電
車
の
高
架
線
が
走
っ
て
い

る
と
い
う
、未
来
都
市
の
よ
う
な
容
貌
を
し

て
い
ま
す
。
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

も
数
多
く
建
設
さ
れ
て
お
り
、
日
系
で
は

イ
オ
ン
や
ら
ら
ぽ
ー
と
な
ど
の
モ
ー
ル
、
伊

勢
丹
や
そ
ご
う
な
ど
の
百
貨
店
、
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
や
業
務
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
進
出
し

て
お
り
、
日
本
の
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

輸
入
品
の
購
入
は
難
し
く
は
な
い
で
す

が
高
額
な
関
税
が
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
、
高
価
格
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
30
円
の
ベ
ビ
ー
ス
タ
ー
ラ
ー
メ
ン

TOPICS 2

中華系食堂にて。ご飯におかずを乗せ
たランチ。７リンギット也
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TOPICS

に
カ
レ
ー
な
ど
の
汁
物
（
激
辛
注
意
）
や
炒

め
物
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
な
ど
を
の
せ
て

会
計
を
し
ま
す
。
飲
み
物
は
２
Ｒ
Ｍ
（
約
60 

円
）で
、こ
の
上
な
く
甘
い
ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ

ー
や
砂
糖
を
飲
ん
で
い
る
よ
う
な
味
の
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
を
注
文
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

20
Ｒ
Ｍ
か
ら
30
Ｒ
Ｍ
（
約
6
0
0
円
か
ら

9
0
0
円
）で
す
が
、
日
系
ラ
ー
メ
ン
は
1
 

0
0
0
円
以
上
し
ま
す
。
ま
た
日
本
資
本

の
よ
う
な
名
前
で
実
は
そ
う
で
は
な
い
回

転
す
し
屋
は
一
貫
3
0
0
円
以
上
、
刺
身

は
サ
ー
モ
ン
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
な
ん
ち

ゃ
っ
て
和
食
」
や
「
な
ん
と
な
く
和
食
」
も

多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
安
い
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
本
格
和
食
と
な
る
と
や
は

り
高
く
、3
0
0
Ｒ
Ｍ
（
約
9
0
0
0
円
）

以
上
に
な
る
よ
う
な
値
段
で
す
。

多
言
語
国
家
か
ら
の
変
化

　

マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
直
接
投
資
や
事
業
の

展
開
や
移
住
な
ど
が
「
お
勧
め
」
と
さ
れ

て
い
る
理
由
の
一
つ
に
英
語
が
通
じ
る
、
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
日
本
人
の
多
く
が
居
住
し
て
い
る
地

域
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で

は
、
時
に
は
日
本
語
を
流
ち
ょ
う
に
使
い
こ

な
す
方
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域

で
は
マ
レ
ー
語
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
9
9
4
年
に
初
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
出

張
し
た
と
き
は
、
労
働
組
合
の
役
員
は
総
じ

て
全
員
英
語
で
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
そ
う
で
は
な
い
場
面
が
多
い
印
象
で

す
。
以
前
は
学
校
教
育
に
お
い
て
マ
レ
ー
語

の
ほ
か
に
英
語
、
北
京
語
や
タ
ミ
ル
語
（
イ

ン
ド
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
使
う
言
葉
）
な
ど

の
授
業
も
あ
り
、
ま
た
各
言
語
の
公
立
学
校

も
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
現

在
で
は
、
公
立
学
校
は
基
本
的
に
マ
レ
ー
語

の
み
、
他
の
言
語
は
私
立
学
校
に
通
う
か

家
庭
内
で
の
会
話
の
み
と
い
う
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。
名
前
か
ら
中
華
系
だ
ろ
う

と
思
い
、
漢
字
で
筆
談
し
よ
う
と
し
た
ら

「
漢
字
は
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

地
域
事
務
所
の
仲
間
た
ち

　

最
後
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
の
ス

タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。
総
務
・

財
政
担
当
は
セ
ア
・
リ
ム
・
キ
ャ

ウ（
謝
錦
嬌
）さ
ん
で
す
。
名
前

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｌ
Ｋ
さ
ん

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
地
域
事
務

所
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
計
、

ビ
ザ
や
旅
行
、
会
議
の
手
配
な

ど
全
般
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
英

語
、
北
京
語
、
福
建
語
な
ど
に
堪
能
で
す
。

　

主
に
セ
ク
タ
ー
（
部
門
別
）
活
動
を
担
当

し
て
い
る
の
が
、
ロ
ル
ナ
・
フ
ェ
ラ
ー
で
す
。

ロ
ル
ナ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
営
に
も
知
見
が
あ
り
、
相
談
を
受
け
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
セ
ク
タ
ー
活
動
の

ほ
か
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
担
当
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
・
調
査
担
当
は
ン
・
ヤ
ッ
プ
・
フ
ワ 

（
黄
業
華
）さ
ん
で
す
。
ヤ
ッ
プ
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
掲
載
記
事
の
原
稿
、
東
南
ア
ジ
ア

各
国
の
労
働
情
勢
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
、

労
働
法
や
最
低
賃
金
の
比
較
分
析
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
労
使

紛
争
案
件
に
関
す
る
対
応
も
担
っ
て
い
ま

す
。
中
華
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
で
、
英
語
、
マ

レ
ー
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
北
京
語
に
加

え
、
中
国
語
方
言
の
潮
州
語
や
福
建
語
を

駆
使
し
て
様
々
な
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

と
人
脈
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

ト
ル
コ
出
身
の
ゴ
キ
ュ
ヌ
ー
ル
・
マ
ル
シ

ュ
さ
ん
は
、
地
域
事
務
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
で
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
展
開

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
手
に
引

き
受
け
て
い
ま
す
。
ト
ル
コ
語
の
名
前
の

発
音
は
難
し
い
の
で
ゴ
ク
ヌ
ー
ル
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

ロ
ル
ナ
と
同
様
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
地
域

事
務
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
い
て
い
た
の
が
ラ
モ
ン
・
セ
ル
テ

ザ
さ
ん
で
す
。
モ
ン
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
の
活
動
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
加
盟
組
織

と
の
調
整
も
担
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動

　

2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
こ
の
２
年
間
、
多
く
の
活
動
が

中
止
ま
た
は
リ
モ
ー
ト
会
議
に
な
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は

移
動
が
自
由
化
さ
れ
、
対
面
会
議
の
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
リ
モ
ー

ト
会
議
運
営
の
経
験
を
活
か
し
た
よ
り
効

率
的
で
多
面
的
な
活
動
を
展
開
し
、
よ
り

多
く
の
加
盟
組
織
と
そ
の
組
合
員
の
み
な

さ
ん
の
参
加
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1
9
9
2
年
11
月
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
で

部
長
と
し
て
国
内
・
海
外
労
使
セ
ミ
ナ
ー
や
労
使
紛

争
対
策
を
担
当
。
2
0
2
2
年
１
月
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
東
南
ア
ジ
ア
事
務
所
長
に
就
任
。
2
0
2
2

年
４
月
１
日
か
ら
家
族
同
伴
で
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
あ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
東
南

ア
ジ
ア
事
務
所
に
赴
任
、
現
在
に
至
る
。

岩 井  伸 哉
いわ い・しんや

春節の天后宮（中華寺院）


